












































































「 金 海 金」さんや、「 慶 州 金」さん、「 光 山 
キ メ キョン ジュ クァン サン
金」さんなど、金氏でも色々分かれていて、
それぞれ出自が違うから、同族ではない。日
本の植民地時代の１９４０年から実施されたいわ
ゆる「創氏改名」によって、日本式の氏名に
変更を余儀なくされた時、「金海金」さんは
「金海」という日本氏名にしたり、「光山金」
さんは「光山」に変更したりした。ある時、
院生と話しいていたら、自分の先祖を見てく
れと言われ、族譜コーナーへ連れて行かれ
た。彼は先祖の記録を私に示しながらうれし
そうであった。これも文化だなあと感心し
た。
　古代にさかのぼるほど韓国の書物は日本と
比べて非常に少ない。小なりといえども大陸
の半島であるから、有史以来異民族の侵入が
激しかったためいたしかたないとも言える。
ただ、『朝鮮王朝実録』という太祖代から哲
宗代（１３９２～１８６３年）までの王たちの事績が
政府によって編纂されてきた記録は、東アジ
アの歴史にとっても重要な史料であるが、そ
れがかろうじて残されたことは幸いであっ
た。はじめ『実録』は１部だけを史庫といわ
れる書庫に保管されていたが、後には清書本
１部と活字印刷本３部を作成して忠州、全
州、星州、春秋館の４か所に保管するように
なった。このように分散して保管したことが
よかったのである。
　１５９２年から始まる豊臣秀吉の侵略戦争に
よって、全州史庫本以外すべてが焼失してし
まったが、全州史庫は私財を投じた者たちに
よって、海路から北方の妙香山などに移管で
きたから今日がある。戦後、再び苦しい財政
事情の中でも５部の原本と印刷本などを作成
して１６０６年に完了したが、江華島、五台山な
ど遠隔地に保管しなければならないほど警戒
しなければならなかった。
　大谷大学図書館が地震などの災害に対応で
きるように最新の設備を備えて、人類の歴史
記録を保管しているが、今後も災難なく長く
長く保存し、大いに利用してほしいと改めて
思う。
付記　鄭早苗先生におかれましては、去る２
月４日に急逝されました。衷心より哀悼の意
を表します。なお、この原稿は先生がお元気
な頃にご依頼し初校までみていただいたもの
ですが、タイトルを付していただく時間があ
りませんでした。よって、先生にご依頼させ
ていただいた内容をそのままタイトルとして
使用させていただくことをお許し願いたいと
存じます。 （図書・博物館課）
